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平和通り（国道５２号・主要地方道甲府韮崎線）において、自転車と歩行
者の接触事故を防止することを目的に自転車と歩行者を分離した安全で
快適な自転車道を整備し、平成２２年３月１９日（金）より利用が開始され
ました。

甲府市丸の内周辺地区の自転車道整備概要

平成２２年３月供用

第８回委員会（平成２２年１２月）
■整備６ヶ月後の状況報告
①歩行者自転車交通量調査の結果、自転車利用者のうち約９割の方が「自

転車道」を通行。同様に、歩行者の約９割の方が「歩道」を利用。
②歩行者自転車アンケート調査の結果、全体の６４％が「通行しやすくなっ

た」と回答。一方で、全体の１７％が「通行しにくくなった」と回答。
■委員会における意見
①自転車道の整備にあわせ、利用者のマナー教育及び駐輪場整備が必要。
②自転車の整備によって歩道上の不法駐輪が減少するのでは。

第９回委員会（平成２３年１２月）

整備１年６ヶ月後の状況について

これまでの取組み経緯

平成２３年１０月
■新聞広告によるマナー啓発
■歩行者自転車交通量調査及びアンケート調査の実施

整備箇所

これまでの自転車道に関する取組みの経緯

自転車道整備に伴うフォローアップ調査結果

自転車道整備箇所位置図



-2-

394

497

181 165 157

210 195

150

219

294

411

343

0

100

200

300

400

500

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 時台

60%

70%

80%

90%

100%
自転車交通量 自転車道遵守率

（台）

10%

11%

14%

93%

91%

89%

89%

88%

85%

7%

9%

11%

2%

1%

1%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車利用者(N=2,409)
2010.5調査

自転車利用者(N=3,050)
2010.9調査

自転車利用者(N=3,216)
2011.10調査

歩行者(N=2,011)
2010.5調査

歩行者(N=1,632)
2010.9調査

歩行者(N=2,399)
2011.10調査

歩道 自転車道 車道

81

4

2

96

101

30

20

3

10

55

0 20 40 60 80 100 120

１．自転車を気にせず歩ける

２．自転車とぶつかる
(危険を感じる)機会が減った

３．違法駐輪が少なくなった

４．以前より早く歩ける

５．その他

(回答数)

歩行者2010.6調査(N=121)

歩行者2011.10調査(N=197)

7

16

8

6

3

4

10

2

1

3

16

0

1

2

0 5 10 15 20 25 30

１．歩道の幅が狭くて歩きにくい

２．自転車道が途切れる区間で
自転車とぶつかりそう(危険)

３．いまだに歩道を自転車が走る

４．違法駐輪が多くなって
歩きづらい

５．歩道と自転車道を分離する
縁石が危険だ

６．歩く速度が遅くなった

７．その他

(回答数)

歩行者2010.6調査(N=38)

歩行者2011.10調査(N=20)

108

1

16

108

100

5

30

4
1

18

38

34

0 20 40 60 80 100 120

１．歩行者を気にせず走行できる

２．歩行者とぶつかる
(危険を感じる)機会が減った

３．違法駐輪が少なくなった

４．以前よりも早く走行
できるようになった

５．自転車道の路面が
良くなり走行しやすくなった

６．その他

(回答数)

自転車2010.6調査(N=146)

自転車2011.10調査(N=192)

20

12

2

0

7

5

7

1

2

1

1

7

2

1

3

0

0 5 10 15 20 25 30

１．自転車道の幅が狭くて走行しにくい

２．自転車道が途切れる区間で
歩行者とぶつかりそう(危険)

３．自転車道を歩行者が歩いている

４．違法駐輪が多くなって
走行しづらい
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整備１年６ヶ月後の状況について

自転車道の利用状況 利用者の意見

●自転車利用者は約1,500台/12h、歩行者は約1,300人/12h通行。
●通行ルールを遵守する割合は、自転車利用者、歩行者ともに約９割を維持
している。

●時間帯別には、交通量が少ない昼間の時間帯ほど守られない傾向にある。
●自転車と歩行者の交通事故は自転車道が供用後、１件も発生していない。
⇒１年半後においても、約９割が正しく通行しており、事故も発生していない

■交通量調査

■通行ルールの遵守状況

●自転車利用者、歩行者ともに約８割が気を付けて通行している。
●自転車利用者、歩行者ともに通行時の満足度が前回よりも増加し、特に歩
行者は約２割増加した。

●自転車利用者、歩行者とも（相互に）ぶつかる機会が減ったという意見が前
回よりも大幅に増加した。
⇒自転車道整備により、ルールを意識して通行するようになり、その結果、通
行の快適性が向上したと推測される

■完成直後と現在の意識の変化

■通行しやすくなった理由
＜自転車利用者＞ ＜歩行者＞

■通行しにくくなった理由

＜自転車利用者＞ ＜歩行者＞

■自転車道整備の満足度
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■交通事故発生状況(自転車⇔歩行者)

3.6件（H17～H21平均） ⇒ 0件(H22)
自転車道供用後

自転車利用者 歩行者 自転車利用者 歩行者 自転車利用者 歩行者
供用前　　　 1,564 860 1,584 1,319 3,148 2,179

2010.2 【100%】 【100%】 【100%】 【100%】 【100%】 【100%】
供用1ヶ月　 1,181 789 1,228 1,222 2,409 2,011

2010.5 【75.5%】 【91.7%】 【77.5%】 【92.6%】 【76.5%】 【92.3%】
供用6ヶ月 1,480 651 1,570 981 3,050 1,632

2010.9 【94.6%】 【75.7%】 【99.1%】 【74.4%】 【96.9%】 【74.9%】
供用1.5年 1,637 1,024 1,579 1,375 3,216 2,399

2011.10 【104.7%】 【119.1%】 【99.7%】 【104.2%】 【102.2%】 【110.1%】
上段： 交通量（人・台/日）

【下段】： 供用前の交通量を100%とした増減割合
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【参考】良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について

出典：良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について
（平成23年10月警察庁記者発表資料）より

自転車道整備に伴うフォローアップ調査結果（参考資料）


